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朝鮮半島の被差別民・白丁をめぐる覚書ー韓国現地調査から 
 


























































2010:10-84 頁、金 2003:2-126 頁〕。 
 衡平運動とは、1922 年の日本での水平社結成に影響を受け、その翌年、慶尚南道晋州で結成
された衡平社の活動をいい、盛時には 150 以上の分社・支社をもち、全国に広がった運動であ
る。1935 年大同社と名を変え 1940 年初頭まで続く。日本の植民地支配下で最も長く続いた人
権団体、社会運動団体であった。被差別部落民で構成される水平社とは異なり、白丁ではない


















































 慶尚道の白丁調査は 2011 年 8 月初めて行った。約 1 週間の予備的な調査にとどまり得られた
情報は少ないが、この地域では、コジギ・下人という地域社会における他の被差別民とともに
調査・検討していくべき観点が得られた。 
































 全羅道の調査は、2008 年から 2012 年にかけて行った。この調査では、1955 年生まれで 58
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 日本人進出後、屠畜場は町以外の村にもでき、大抵、市場の近くにあった。この地域周辺に
























































































の 85 才の男性、西北部の 90 才の女性ほか多数）。 
 白丁の済州島における存在をめぐり、確信できる事実を得られる前に、良く耳にしたのは「ピ
ジェンイは陸地〔本土：筆者注〕から来た人」という、白丁を外来由来のものとする説明だっ





 その後、西北部の女性 E さん（89 才）より、「日帝時代、自分の夫の祖父の代から缶詰工場
を経営していたが、当時、工場と道を挟んで向かいが屠畜場で、そこで大勢のピジェンイが働
いていた。祖父は、屠畜場で処理された牛のコンビーフのかんづめを製造していたので、ピジェ
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ンイたちをよく知っていた」という興味深い話も聞けた。D さんの話は日本の植民地時代後期、
E さんの話は前期の頃の事例と考えられるだろう。 
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馬を、豚と共に屠る人、その仕事を世襲的に行ってきた人なのである。 






今から 50 年前（2010 年現在）まではいた。その人は、近隣の村の人だとは聞いているが、そ
の先の出自については聞いていない。今どうしているかもわからない。１年に一度、麦と粟を
各戸自分で回って得て、それを生活の糧にしていた。9」 
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下人が関わっていたことがわかってきた。 
 沖縄と同様だと思われた「一般の人による豚の屠り」は、済州島のことをよく知る東北部の
















 ある村の調査では、64 才の男性、65 才の女性、52 才の女性が、同様に、食肉店への差別に
ついて、「この村に肉屋は 4 つあるが、全員が陸地出身である。差別観が強いため、普通、済州
島出身の人は絶対に避ける職業である」という。上記の全羅道の調査地でも、現在、町の中心
部の市場にある 4 箇所の肉屋は、一軒の白丁出身者を除き（2 章で詳述）、白丁出身ではないが、
食肉業、食肉店経営者への差別観は強いと B さんは話していた。 







































































年まで 30 回にわたり『季刊東北学』（柏書房）に連載している。 
７）高光敏先生より口頭でご教示いただいた。 
８）注 7 に同じ。 
９）これに関連し、高は、済州島西南部 20 カ村で伝承されてきた野守（ケジギ。農地を見張る






した 3 人の孫を養うため、64 才の高齢でこの仕事を行ったという〔高 2005:165-167 頁〕。
その他の地域の事例としては、網野〔2000〕参照。 
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